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｢Ｒ４国道６号千代田石岡ＢＰ恋瀬川橋下部その２工事｣において、

「公募型指名競争入札方式（総合評価落札方式）」「見積活用方式」

を試行し、「余裕期間制度（フレックス方式）」「難工事指定」を採

用します。

令 和 ４ 年 ８ 月 ３ １ 日 （ 水 ）
国 土 交 通 省 関 東 地 方 整 備 局
常 陸 河 川 国 道 事 務 所
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国土交通省 関東地方整備局 常陸河川国道事務所

電 話 ０２９－２４０－４０６１ ＦＡＸ ０２９－２４０－４０８１
たかはし さとし

副所長（道路） 高橋 哲
かわむら ひであき

工務第二課長 川村 英明

工事発注において、予定価格超過や入札参加者がいないことなどを理由として、入札の取り止
めや不調が予測される工事について、不調・不落対策を試行しております。

今回発注する「Ｒ４国道６号千代田石岡ＢＰ恋瀬川橋下部その２工事」については、以下のと
おり、不調・不落対策を試行・採用します。

① ｢公募型指名競争入札方式（総合評価落札方式）」
競争参加者が少数と見込まれ、技術難易度が比較的低い工事について、対象工事ごとに技術資

料収集に係る公示資料の交付を受けて、競争参加希望者が参加表明確認申請書及び技術資料（参
加要件は企業のみとして技術者要件を求めない。）を提出し、指名基準による選定を行い、指名
された競争参加希望者により総合評価落札方式で落札者を決定するものです。なお、総合評価は
、災害活動実績及び賃上げの実施を加算点としています。

②「見積活用方式」
本工事の地域において、実勢価格の変化が予想されるため、入札者からの見積の提出を求め、

その価格の妥当性を検証のうえ、予定価格に反映する「見積活用方式」を試行します。見積を求
める工事は、標準的な積算と乖離が想定される工種より選定しています。

③「余裕期間制度（フレックス方式）」
発注者が示した工事完了期限までの間で、受注者は工事の始期及び終期を任意に設定できる「

余裕期間制度(フレックス方式)」を採用します。

④「難工事指定」
工事を適切に完成させた場合、その後の発注工事における総合評価項目「難工事施工実績評価

対象工事（試行）」を加点対象とする「難工事指定」を採用します。
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《工事概要》
（１）工事名：Ｒ４国道６号千代田石岡ＢＰ恋瀬川橋下部その２工事
（２）工事場所：茨城県石岡市石岡地先
（３）工期：契約の翌日から令和５年６月２０日まで（余裕期間制度（フレックス方式））
（４）入札方式：公募型指名競争入札方式 （総合評価落札方式）
（５）工事種別：一般土木 Ｃ
（６）工事内容（概要）・地盤改良工 １式

・橋台工（Ａ２） １基
・ＲＣ橋脚工（Ｐ２） １基
・法覆護岸工 １式
・構造物撤去工 １式
・仮設工 １式

《公募型指名競争入札方式（総合評価落札方式）について》
競争参加者が少数と見込まれ、技術難易度が比較的低い工事について、対象工事ごとに技術

資料収集に係る公示資料の交付を受けて、競争参加希望者が参加表明確認申請書及び技術資料
（参加要件は企業のみとして技術者要件を求めない。）を提出し、指名基準による選定を行い指

名された競争参加希望者により総合評価落札方式で落札者を決定するものです。
なお、総合評価は、災害活動実績及び賃上げの実施を加算点としています。

《見積活用方式について》
○見積の提出を求める工種

直接工事費のうち「橋台工（既製杭工）」
○見積を求める理由

本工事の地域において、実勢価格の変化が想定され、施工にあたって標準的な積算と
実勢価格に乖離が生じることが考えられるため、入札者から見積の提出を求め、その価
格の妥当性を検証のうえ、予定価格に反映する「見積活用方式」を試行します。

《余裕期間制度（フレックス方式）について》
受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、事前に建設資材、労働者確保等の準備を行

うことができる余裕期間を設定した工事であり、契約時に令和５年６月２０日までの間で、受
注者は工事の始期及び終期を任意に設定できます。

なお、工事の始期までの余裕期間内は、監理技術者等を配置することを要しません。

《難工事指定について》
本工事は、渇水期間内での施工であり、近接する他工事と工事用道路を重複して使用する現

場環境にあることから、緊密な工程管理が必要となるため「難工事指定」を実施します。
「難工事指定」された工事は、完成時に７０点以上の工事成績評定を通知された場合、今後

発注される「難工事施工実績評価対象工事（試行）」の総合評価の評価項目において加点対象
となります。また、加点対象となる期間は、審査基準日の月以前の１年間に元請けとして、完
成・引き渡しが完了した施工実績が加点対象となります。

また、主任（監理）技術者または現場代理人として従事した経験について、審査基準日の月
以前の4年間が評価対象となります。

《スケジュール》
○入札公示、入札説明書 交付 ：令和 ４年 ８月 ３１日（水）
○競争参加資格確認申請書の提出期限 ：令和 ４年 ９月 １６日（金）
○入札書・工事費内訳書 提出期限 ：令和 ４年 １０月 １４日（金）
○開札日 ：令和 ４年 １０月 １９日（水）
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公募型指名競争入札方式（総合評価落札方式）の試行について
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【メリット】
✓ 施工体制確保→発注工事の公募
✓ 資料は参加希望の意思確認時のみの提出

→資料の簡素化、合理化 (個別発注時では不要）
✓ 手続期間の短縮

→指名通知から決定まで２週間程度
✓ 指名競争・総合評価落札方式

→災害協定の締結や活動に係るインセンティブの向上
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対象は

一般土木
C,B+C工事
維持修繕等

（標準点100点＋加算点（11点）＋施工体制
評価点（30点））÷入札価格＝評価値
※加算点は災害活動実績＋賃上げの実施

に関する評価
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